
 次の文章には、若いオスのチンパンジーであるレオの闘病生活が描かれてい

ます。この文章を読んだうえで、〈人間が重い病気を患ったときの『人間特有の

苦しみ』とはどのようなものであり、どうして人間にはそのような『苦しみ』が

生じるのか〉についてのあなたの考えを述べなさい（600 字以内）。

2006 年の初夏の日のことでした。その日の朝、運動場の地面の上で横たわっ

ている姿でレオが発見されました。まったく動けません。首から下が完全にまひ

しています。急性の 脊髄炎
せ き ず い え ん

だと診断されました。 

そこから長い闘病生活が始まります。チンパンジー用のベッドを作ってあお

むけに寝かせ、1 日 24 時間の看護体制が敷かれました。だれかがいつも付き添

って、ようすを見守ります。スプーンで口に食べ物を運びます。若い獣医師や飼

育員や大学院生たちが自主的に作った看護体制でした。彼らの献身に頭が下が

りますが、また、看病されるレオにも驚かされました。めげているようすが全然

見えないのです。 

あおむけでずっと寝ていると、いちばんの問題は 褥瘡
じょくそう

、とこずれです。体位

を変えられないので自分の体の重さでうっ血して、腰、背中、肘、膝など、皮膚

が破れて血が流れ、膿
う み

がでます。わたしがもしレオだったとしたら、とてもた

まりません。 

──────────（ 中 略 ）────────── 

ところがレオにはまったくめげるようすがないのです。元気なとき、とてもや

んちゃな若者でした。何かと人にちょっかいを出して 威嚇
い か く

します。首から下が

まひして寝込んでいても首から上は動くので、ストローで容器から水を飲むこ

とはできます。水を飲んだふりをして口にためておいて、介護の人が近づくと、

ピュッと吹きかけます。人は、キャッと驚く。そのようすをみてレオはとてもう

れしそうでした。寝込んでも何も変わらない、いたずら好きな青年です。 

レオの立場になって考えてみましょう。たしかに寝込んでいますが、人々がな

にくれとなく世話をしてくれます。バナナを口に入れてくれる。おいしいりんご

を食べられる。孫の手を使ってかゆいところを 掻
か

いてくれる。首から上は動く

ので、かゆいよ、と表情、つまりは口を開けたり唇をとがらせてせがむこともで

きます。大きな口を急にあけて犬歯を見せて「かみつくぞっ」と脅すこともでき

る。要は、寝込む前と寝込んだ後で、そう大差はない。基本的に生きていくうえ

での不都合はありません。 

 「いま、ここ」という場所でわたしは生きていく。そう思えば、とくになんの

問題もないではないか。レオの闘病生活そのものが、そう言っているように思わ

れました。 

（松沢哲郎『分かちあう心の進化』、岩波書店、2018 年より一部改編）
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